
発注者 新庄河川事務所

施工者 升川建設株式会社

工事名 寒河江川流域見附第二砂防堰堤改良工事

発表者 現場代理人　　菅野　真二

１．はじめに

工 事 名 　　　　　寒河江川流域見附第二砂防堰堤改良工事

工事場所 　　　　　山形県西村山郡西川町大字大井沢字見附地内

工 期 　　　　　平成24年3月16日～平成25年1月10日

工事内容

コンクリートえん堤工 1式

構造物撤去工 1式

側壁工 1式

仮設工 1式

本報告は現場の条件に合わせて実施した工事用道路の検討内容について報告します。

　 当工事において工事用道路を造成するにあたり、計画路線の一部が国有林に入っていることが判明し

着工前 完　成

２．工事概要

砂防工事における工事用道路 の検討について

　　本工事は、最上川水系砂防事業の一環として、寒河江川流域見附川からの流出土砂の土砂流出の

抑制調整を目的とした砂防堰堤の改良を行う工事である。

別のルートで再検討する必要がありました。
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　なってくる。（通常、申請してから許可がおりるまで約2～3ヵ月の月日がかかる。）

ルート及び渡河施設の構造を再検討する。

　以上の問題点を考慮すると、当初計画の通りに工事用道路を造成するのは困難であるので、

　①大雨時、河川の増水により渡河施設のコルゲートパイプが流出する恐れがある。

　②コルゲートパイプ内に流木等が大量に引っかかり流れを阻害させ、水位が上昇し工事用道路の上を

　水が走り、流木を撤去しないうちは、工事の再開が出来ない。

　③工事用道路の計画路線上に（下図の緑色着色部分）国有林になっており借地申請手続きが必要と

３．工事用道路（当初計画）の問題点について

　当初、右岸側に渡る工事用道路は、下図のとおりコルゲートパイプ（φ1500×3列）を並べ、河を渡り

右岸側川岸を上流に向けて盛土をおこなう計画であった。

　・当初計画の問題点について

･ ･ ･ コルゲートパイプ

国有林
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　また、昨年度の工事で副ダムの中心に水叩き内の水位を低下させる為、スリット（切欠き）があるため、

　もっとも重量のある25ｔラフターが通行できる構造にする必要がある。

４．工事用道路の再計画について

　　ルートの選定としては他の用地を利用せず、国土交通省用地内で造成していくことが望ましいことから

　検討した結果、副ダムの水通し（W=2.0m）を利用し工事用道路を造成していくことになった。

　工事用車両が走行できるようにする。拡幅する方向は、副ダムの上流側と下流側の2通りあるが、

　　河川の増水時に流出しない様、上流側に造成する事にした。

　　上記の条件を踏まえて計画を行い、下図の構造に決定した。

　　工事用道路の幅は計画でW=4.0mであるので、副ダムの幅だけでは、足りないので、土砂で拡幅し

　この部分に関しては、橋などを架けて渡る必要がある。　橋を計画する条件としては、今回通過する機械で

平面図

正面図

側面図

堤体上流側につ

ける

(流失防止)

堤体上流側につけ

る

(流失防止)

渡河施設（副ダムスリット部） 工事用道路（一般部）

※工事用道路のルートは国土交通省用地内を利用した。

※鉄板とH鋼、H鋼と堤体はボルトで連結し流出防止措置をおこなった。
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　③既設スリット断面を確保したことで流木の引っかかりは最小限に抑えられ、流木の撤去作業も1度

　　　　　工事用道路　造成前 渡河施設設置完了(左岸側より)

工事用道路全景(左岸側より)渡河施設設置完了(上流側より)

６．おわりに

　　 だけで施工箇所（水叩き内）の水位を低下させることができた。

　　不要で工期短縮につながった。

５.実施報告

　工事用道路及び渡河施設の設置期間は約2ヵ月。その間に渡河施設を越流したのは、2回であった。

　①副ダムの上流側に工事用道路を造成しているので、山砂利が流出する事がなかった。

　②渡河施設は鉄板及びH鋼等をボルトにて連結したことにより流出することがなく、撤去・再設置の作業が

　最後に協力して頂きました新庄河川事務所及び寒河江川砂防出張所の方々の御指導とご協力に

検討し、変更しましたが当初計画の施工費より安価にまた、工程も短縮することが出来ました。

この見附川の上流流域面積は30.3km2と非常に大きいため、毎年降雨のたびに河川が増水し作業中止を

余儀なくされていましたが、今年は、作業中止が2回程度で済み、天候に恵まれ条件が良い中での施工が

出来ました。

感謝いたします。

　今回の現場は、　工事用道路の路線が国有林に入っていることから、ルート変更及び渡河施設の構造を
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発注者 新庄河川事務所

施工者 升川建設株式会社

工事名 寒河江川流域　見附砂防堰堤改良工事

発表者 ○現場代理人　茨木　真人

　監理技術者　茨木　真人

１．はじめに

　本工事は、最上川水系砂防工事の一環として、寒河江川流域見附川からの土砂流出の抑制調整を

目的とした砂防堰堤改良のための工事用道路の施工を行うものである。

（工事概要）道路土工　掘削5,500m3、盛土400m3、法面整形2,480m2、残土搬出5,050m3、

　舗装工（ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装）2,050m2

本報告書では、工事用道路造成作業中に発生した法面変状箇所の対応、復旧及び安全の確保について

報告します。

２．法面変状から復旧まで

① 8月17日 法面中間部にクラック発生

粘土層と砂礫層の変化点にクラック発生

にじむ程度の湧水確認

② 8月18日 発注者と対策を協議し、降雨による法面保護で

法面のシート養生、法尻部の崩壊防止として

大型土のうの設置

変位観測は観測杭固定ミラーを設置し座標で

③ 確認し、直接目視確認できるように杭とザラ板

でも観測を行った。

約1カ月変位観測を行ったが特に大きな変動が

ない為、フトンカゴ5段での復旧に決定。

④ 10月6日 法面上部（切初部）にクラック発生、法面にも

変状確認。

⑤ 法面上部からの土量では計算上フトンカゴでは

持たない事から大型土のうと山砂利による押え

盛土で対応するまた大型土のうは耐硬性で行う。

法面変状箇所の対応と安全管理について

法面中間付近にクラック発生

応急処置として法面のシート養
生、法尻部の大型土のう設置

変位観測、復旧対策の検討

大型土のう・山砂利による押え
盛土

法面上部にクラック発生
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クラック状況クラック状況

⑤耐硬性大型土のうと山砂利盛土

　　　　　掘削完了 　　①法面中間部のクラック

②応急処置 ④法面上部にクラック発生

粘土層

砂礫層

クラック
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2-1.法面変状の原因について

　法面変状箇所周辺を観測すると以前に地滑りをおこした痕跡があり、安定していた所を掘削した為に発生

したと思われる。また、掘削法長も約13ｍあり、法面中間部付近に粘土層と砂礫層との変化点があることから

法面が変状したと思われる。

2-2.動態観測について

　観測地点は法面小段部に観測杭・固定ミラーを設置し光波距離計にて計測し座標値にて管理を行う。

また、直接目視で観測できるようにクラック箇所をまたぐ様に杭とザラ板にて観測箇所を3箇所設置した。

観測時間は1日１回の割合で変異量を観測を行った。

３．安全管理について

　変異量について朝及び昼の打合せ時に観測結果と変位の推移に関して連絡し情報の共有を図った。

変動箇所の復旧作業時は法面見張り員を配置し、常にオペレーターと連絡が取れるようにフリーハンド

セットトランシーバーを配備し、法面に異常が発生した場合は早急に退避できるようにした。

また、重機関係は作業終了時及び昼休み時も変動箇所より退避するようにした。

杭とザラ板による観測

断　面　図

観測杭固定ミラー

隙間を確認
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おわりに

　・今回の法面変状箇所について、8月17日に変状を確認し応急処置後の観測では、約1週間で10ｃｍ

変位し、その後法面が落ち着いたかに見えたが、10月6日に法面の上部に変状を確認しフトンカゴにて

復旧予定でしたが、安定計算上持たない事になり、発注者と協議の結果耐硬性大型土のうと排水性を

考慮した山砂利にて背面の盛土を行う事になりました。

変状箇所の復旧作業時はいつ法面が崩れてくるか非常に心配でしたが、見張り員を配置し連絡体制を

密にして作業を行った結果安全に作業ができました。施工後降雪までの期間中に法面の変動は確認

出来ませんでした。

重機オペレーターのフリーハンドセットトランシーバー使用状況
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地域及び環境への配慮について 

 

 

        発注者 新庄河川事務所 

        施工者 株式会社 柿﨑工務所 

工事名 月山地すべり田麦俣地区第８号集水井工事         

        発表者 現場代理人 工藤 弥寿志 

 

１．はじめに   

  本工事は、最上川水系地すべり対策事業の一環として、月山地区（田麦俣）地すべり防止区域に

おいて、集水井工等を施工するものです。 

  ここでは地域及び環境への配慮について実施した事項を述べたいと思います。 

  

工 事 名：月山地すべり田麦俣地区第８号集水井工事 

工事場所：山形県鶴岡市田麦俣地内 

工  期：平成 24 年 8 月１日 ～ 平成 25 年 1 月 10 日 

工事概要：山腹水路工 1 式、地下水排除工 1 式（集水ボーリング 1,240m、排水ボーリング 30.3m、

集水井工 H=10m）、防護柵工 1 式、仮設工 1 式 

 

        着手前                     完 成 

     
 

２．地域への配慮 

  本工事に於ける集水井施工箇所は、急勾配の既設道路を下っていった奥にあり、工事用道路とし

て使用する搬路脇には蘭の種類で『キンラン』『ギンラン』といった貴重な植物が以前生育していた

とのこととその他にも春になると様々な植物が芽を出してくるとのことで重機の往来に際し、地権

者と詳細的な打合せ等が必要でありました。 

まずはじめにお盆休み明けから除草作業を行う予定でしたので、８月１６日に地権者の方に挨拶
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に行きました。こちらの方から挨拶及び工事の説明等一通り済ませてから地権者のお話がありまし

た。『キンランとギンランについては、調査していただき生育が見られなかったので工事に関しては

支障はないです。でも、土木業者が入ると土地が荒れてしまい、元に戻るには何十年もかかってし

まう。気を配って工事をやっていただくのでしょうけども、できるだけ荒らさないでほしい』との

ことでした。 

 

※キンラン、ギンランは日本の野生蘭のひとつで、

同じキンラン属に属し、かつては雑木林の林下や、 

里山の林下の何処にでも見られた花であったが、今

や絶滅を危惧される花になってしまった。キンラン

（金蘭）は金色に輝く花の意味でキンランと名付け

られ、ギ ンランは 花が白色 で、キン ランに      

対してギンラン（銀蘭）と名付けられた。     

                              

  そこで重機が搬路を往来するにあたり、『現況を        敷砂利施工完了 

荒らさないようにするにはどうしたら良いか？』

と考えました。完全に元通りにするには大変困難

だが、現況に直接触れないということを考え、全

体的に敷砂利で現況を覆うことと勾配が急な箇所

は負担がかからないように土を盛ることで対応す

ることにしました。そして対策をまとめ、９月１

０日に対処方法を地権者に伝え、了解を得ること

ができました。しかしその際に『道路を良くして

もらえれば軽トラックで降りていけるので大変助かります。でも良くしてもらうといろんな人がど

んどん入り、山菜を勝手にとって行ったり、山を汚したりすることが増えると思う。入口に入って

来れないようなことはできないか』との話がありました。たしかに他のところでも私有地であるこ

とを示す看板とか『山菜を取って行くな』とかいろいろな工事箇所で目にすることがあります。私

の実家でもわらびを畑に植えているので、やはり他の人に勝手に持って行かれることを考えると気

持ちは分かりました。 

  除草作業が終了し、基準点、水準点及び集水井工の施工位置を現地に出したところ、また、地権

者に伺いを立てる事項が生じました。集水井掘削には影響はありませんでしたが、固定基礎コンク

リート施工箇所内に支障木が存在したのです。発注者と打合せした結果、集水の設計を変えないと

いうことで伐採について、私から地権者に伺いを立てることになりました。伐採については『邪魔

になるのでしたらしょうがないです。』とのことで了解を得ることができましたが、伐採した木を使

って何かできないかと考え、入口のバリケードを思い出しました。『どうせ産廃になるんだったら、

バリケードの柱に使ったらどうか。大掛かりなことはできないが、自分の所有物を使うのだから喜
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んでもらえるんじゃないだろうか』と考えました。      バリケード設置完了 

 設置は最終日になってしまった為、工事完成の挨

拶に伺った際、立入禁止の施設を以前お話した伐

採木を使用したことを話し、鍵を渡しましたが、

大変気に入っていただけました。 

                 

 

 

 

 

  その他と致しまして、今回設置した現場事務所の付近には多層作りの民家及び六十里越街道蟻腰

坂登り口が近くにあること、又、日本の滝百選に入る『七ツ滝』があったりと県内外からの来客が

見受けられ、現場事務所設置箇所の看板等を自然的に見せることが懸念されました。実施した事項

と致しましては、仮設トイレの囲いを間伐材にて行い、現場事務所の案内看板についても間伐材を

使用し加工したもので行いました。又、１２月に入り降雪により客足が減ってきた頃、現場事務所

の窓に小さくではありましたけれどもイルミネーションを設置しました。 

 

    現場事務所敷地内              現場事務所案内看板 

 

 

      イルミネーション設置状況 

 

 

 

  

 

 

 

３．環境への配慮 

  今回施工する箇所は植物への配慮も必要でしたが、小動物への配慮も必要でありました。特に搬
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路へ降りる市道との交差点付近の山側に既設の土側溝があったのですが、サンショウウオが目撃さ

れたとのことで、むやみに作業員及び車輌の出入りをしないでほしいとの話しが発注者よりありま

したので、トラロープで明示すると共に新規入場時に周知しました。又、今回施工した集水桝は１

割５分の傾斜付きでしたが、現場条件により６箇所の内３箇所の施工ができませんでした。その為、

泥溜めの部分に砕石を投入し、落差部には現地にて採取した大きめの石を置き、無水時での集水桝

からの這い上がりができるようにしました。又、傾斜付きの集水桝であっても這い上がった小動物

が休めるようにと自然的に見せる為、現地にて採取した石を埋め込むといった工夫を行いました。 

                    

      立入禁止明示          現況土側溝 

 

 

 

 

 

 

 

                         泥溜め部、砕石での充填等 

 

          

 

 

 

 

      

            現地採取石の埋め込み 

          

 

 

 

 

 

 

 

５．終わりに 

  建設工事は単なる自然破壊ではなく、様々な配慮が必要と思います。これからもただ工事を進め

るのではなく、他面に気を配り施工を行いたいと思います。 
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